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新規事業のための
情報 STATION

冨田賢の
 2015年

9月号

2015 年 9月1日

新規事業立ち上げにおける2つのイノベーション
～技術面と事業アイディアの両面から発想する！～

感想・ご相談・お問い合わせは、こちら！　お気軽に　　support@tcconsulting.co.jp

約７年で160社以上の豊富な実績

〒107-0062 東京都港区南青山2-11-13 南青山ビル7階
TEL:03-4530-8537     FAX:03-3470-8538

とみたさとし 検索

この国の新しい産業を創る。
アライアンスによる新規事業立ち上げ戦略

セミナー開催情報

　インターナップジャパン株式会社（コンサルティング先企業。
NTTと米国の上場企業の合弁会社。神田に立地）が2ヶ月に1
回、開催されているIoTセミナーで、3回目となりますが、冨田
賢がまたIoTの最新動向や、IoTブームの新規事業立ち上げへ
のつなげ方について、講演させていただきます。

● 2015年9月10日（木） 18：00～21：00
 IoT（Internet of Things）のブームを
　いかに新規事業立ち上げにつなげるか？
 主催：インターナップジャパン株式会社
 ★詳細とお申し込みは、こちら
　　　　  http：//www.tcconsulting.co.jp/archives/6701

　　◇受講料、懇親会：無料

Web

受付中！外部講演

● 2015年9月14日（月） 14：00～17：00
 IoTによる新規事業立ち上げ戦略
 ～IoTブームをいかに収益に結び付けるかを徹底解説～ 
 主催：新社会システム総合研究所
 ★詳細とお申し込みは、こちら
                   http：//www.tcconsulting.co.jp/archives/6624

　  ◇新橋駅もしくは虎ノ門駅から徒歩数分。
　  ◇受講料：申込時に、
　　  「ティーシーコンサルティングのWebやメルマガを見た！」
　　  とお伝えいただけますと、
　　  32,400円（正規金額・税込）→27,000円（ご優待価格・税込）
　　  で、ご参加いただけます。

Web

　IoT（Internet of Things、モノのインターネット）は、毎日
のように、新聞紙上で目にする言葉となっています。でも、
IoTって、どういうものなのかよくわからない、IoTブームをど
のように自社の収益に結びつけたらよいかわからいないとい
う方もおられると思います。今これからの時代は、IoTに取り組
まない企業は、収益チャンスを取り逃し、発展することが難しく
なると思われます。

　当セミナーでは、IoTとは何か？を基礎知識がない方にもわ
かりやすく解説し、センサなどのハード開発、ICT（ネット接続、
クラウド）からの発展、ビッグデータ解析（機械学習・人工知能
による予測）などのポイントをご理解いただける内容としま
す。グローバルなIoTマーケットの拡大についても概観しま
す。一部、機械学習、人工知能を用いた簡単なデモも行うこと
を予定しています。IoTと言えるものと言えないもののミニク
イズもご用意しています。

受付中！外部講演

● 2015年10月26日（月） 10：30～17：30
 新規事業立ち上げ成功のポイントと戦略立案
 主催：日本テクノセンター
 ★詳細とお申し込みは、こちら
                   http：//www.tcconsulting.co.jp/archives/6707
　  ◇受講料：お一人48,600円
Web

　丸1日かけての『新規事業の成功ポイントと戦略立案および
その事例』のセミナーの第2部にて、冨田賢が講演いたしま
す。技術系の方が主たる対象です。

　本セミナーでは、新規事業として、どこに一歩を踏み出すか、
どのようにビジネスチャンスを見つけるか、どのようなパターン
の事業をやるか、そして、失敗しないように新規事業を立ち上
げていくポイントは何かを、約7年で160社以上のコンサル
ティングを行ってきた実際の経験をもとに、エキサイティング
に徹底解説します。外部との提携（アライアンス）によって、固
定概念や自前主義から脱却する方法もレクチャーします。

受付中！外部講演

が、競合他社が月次料金で単発であるのに対し、年額で
翌日配送サービスに組み込まれた形にした事例も、料金
の体系を変える形の事業アイディアのイノベーションと言え
ます。

　皆さんも、新規事業を立ち上げる際は、このどちらかの
イノベーションを生み出す、もしくは、盛り込むことができな
いかを検討してみてください。
　なにも技術については、すべて自社で開発する必要
はなく、外部が開発した技術を、それこそ、アライアンスの
活用で取り込むことを検討してみましょう。
　ICTを用いたサービスなどでも、何も際立ったテクノロ
ジーのイノベーションが盛り込まれていないものについて
は、やはり、新規事業としての強みを打ち出せないことに
なってしまいます。事業としての魅力が出ません。なにか、
技術のイノベーションを盛り込めないか、技術の探索に力
を入れることを今一度、再検討してみることも大切です。
ちょっとでも、最先端技術の一端を盛り込むことで、魅力
的なサービスになることがあります。
　また、技術偏重になりすぎて、技術の開発ばかりに意
識がいってしまい、事業面で、何も新しいアイディアが創
造されていない、固定概念に縛られ、通り一辺倒の事業
の仕組みになってしまっていないか、ということも、新規事
業立ち上げの検討では、注意が必要です。技術開発競
争をしている時は、技術だけでなく、事業の仕組みで何
か常識を打ち破れないか、そして、事業展開やサービス
の内容などの事業アイディアで何か勝負ができないかを
考えてみることが必要です。
　新規事業立ち上げでは、こういった2つのイノベーション
の観点を意識して、事業構築をしていきましょう！

　新規事業には、なんらかのイノベーションが必要です。そ
して、そのイノベーションには、大きく分けて、2つあります。
　一つが、技術面でのイノベーションです。なんらか、テク
ノロジーの面で新しい利便性、高性能性などを盛り込む
ことでの新規事業（新製品・新サービス）です。メーカーさ
んの新製品開発は、なんらかの技術革新によるものがメ
インとなります。
　新製品開発でなくとも、たとえば、英語学習サイトの
「English Central」というGoogleのベンチャーキャピタル
が投資している会社のサービスがありますが、これには、
非常に優れた音声認識の技術が盛り込まれています。
そこが、このサービスの競争優
位性となっています。つまり、
技術のイノベーションによる新
規事業となっています。
　もう一つは、事業アイディア
（仕組み）によるイノベーション
です。たとえば、当社の最も長
いコンサルティング先企業である株式会社クレディセゾン
は、クレジットカードのポイントが永久になくならない「永久不
滅ポイント」という事業アイディアを打ち出して、会員2700
万人、取扱高6兆円の東証1部上場企業に発展しまし
た。通常は、ポイント提供を行う企業は、換金に備えて会
計上、積み立てをする必要があり、一定期間を越えるとそ
の積立金に対しても課税がなされるため、それを回避す
るために、一定期間でポイントが消滅する仕組みとしてい
ます。それを、同社の林野社長は、常識を打ち破って、永

久不滅にするという事業
の仕組み面でのイノベー
ションを生み出されまし
た。
　最近、Amazonがスター
トした動画配信サービス

■新規事業における2つのイノベーション
　① 技術（テクノロジー）のイノベーション
　② 事業アイディア（仕組み）のイノベーション

巻 頭 特 集
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■最大の経営学の国際学会AOM

 2015年8月6日～13日で、カナダの
バンクーバーで開催された世界最大の
経営学会であるAOM（Academy of 
Management）に参加しました。
（AOMは、普段は、米国内で開催されま
すが、今年はカナダでの開催でした。）

■少ない日本人参加者と
　研究手法の違い

　AOMは、2000以上の研究発表があ
り（本学会の多くの発表日程を、iPadや
iPhoneで、個人でスケジュール管理で
きるアプリが提供されており、それが、と
ても便利でした！）、参加者1万人以上参
加者1万人以上の大きな学会ですが、
今回、私が出会った日本人は5名だけで
した。年々、日本人の参加者が減ってい
るようです。その理由は、日本人が内向
きになっている傾向があるなど、いくつ
かあると思いますが、大きなものは、日
本の経営学会と米国を中心とした海外
では研究手法が異なる、ということで
す。日本における経営学の学会では、
ケーススタディ（事例研究）や観念的な
議論などの定性的な研究が多いです
が、海外では、圧倒的に、計量分析（統計
的な分析）による定量的な研究が多い
です。

 事実、私は、このたびの学会で、朝8時
から夕方6時過ぎまでずっと、いくつも
のセッション（アライアンスを中心に、
オープン・イノベーション、R&D戦略、国
際経営、ビックデータなど）に参加し、
50～60本の発表を聞きましたが、8割
以上が、STATA（代表的な計量分析の
ソフトウエア）を用いたような計量的な
分析で、ほとんどが、定型的な形式に
のっとった研究でした。

　日本で経営学を研究している方の場
合、国際学会では評価されにくい傾向
があるため、参加を控えるという事情が
背景にあるようです。教授が国際学会が
苦手だと、大学院生もまた苦手になって
しまうことが懸念されるという声も聞か
れます。

■多数の懇親会・食事会で
　多くの名刺交換

 さて、AOMは、10くらいのディヴィジョ
ンに分かれており、そのディヴィジョンご
とにソーシャル（Social）と呼ばれる懇
親会や学会全体のレセプション、親しい
人が集まる食事会もありますが、私は、
一晩にいくつもはしごするほど（最大、
一晩4つ）、参加できる限り、多くのそう
いった懇親会や食事会に参加しました。
日本と同じように、“シュリケン”のよう
に、できるだけ多くの名刺交換をしまし
た。学会発表を聞いた後にも、できる限
り、発表者とは名刺交換をしました。今
回は、120～130枚くらいの名刺交換
ができたと思います。（日本人は、懇親
会にあまり参加しないようで、懇親会で
は、誰一人として日本人には会いません
でした。）

 名刺の裏にプロフィールのダイジェス
トを書いて、表面には顔写真も載せた名
刺を300枚持っていきましたが、おおよ
そ半分は、配れました。なお、英語のパ
ンフレットも作成して、持参しましたが、
それはあまり活用する場面はありませ
んでした。むしろ、英語版のWebページ
を作ってから行ったのですが、英語版の
Webは会った後のメールのやり取りの
際に役立ちました。こういうことをやる
日本人は、私一人でした…（笑）。

 ちなみに私は、BPSという経営戦略、
MCという経営コンサルティング、TIM
というテクノロジー＆イノベーション・マ
ネジメント、そして、なぜか、ちょっとした
きっかけで、MSRというスピリチュアル
なディヴィジョンに所属しています。（来
年のカリフォルニアのアナハイムでの
学会やフランスのリヨンでの学会で、皆
さんと再会するのが楽しみです。）

■立命館大学・琴坂准教授と
　バンクーバー・クラブ

 私の博士号の副査の立命館大学・准教
授の琴坂将広先生（慶應SFC武藤研究
室の後輩で、ベンチャー企業経営、マッ
キンゼーを経て、オックスフォード大学
でPh.D。世界220都市を訪問したこと
がある。『領域を超える経営学』がベスト
セラー）とお会いしましたが、琴坂先生
には、「冨田さんが、この学会で、日本人
で一番頑張った人ではないですか～！」
と言われました。

 琴坂先生には、由緒正しいVancouver 
Clubというメンバーシップの倶楽部（推
薦者が5名以上で、様々な条件をクリ
アーしないと会員になれない）にて、お
食事をご馳走いただきました（琴坂先生
は、オックスフォードのヨットの代表に選
ばれていたため、同大学のClubのメン
バーに選出され、そのためVancouver 
Clubを利用できる）。

■アライアンス研究と他の参加者

 アライアンスに関する研究は、日本の
学会ではほとんど聞くことがなく、本格
的に研究している学者も数名ですが、今
回の学会では、『アライアンス戦略論』
の著者で青山学院大学MBA教授の安
田洋史先生（東芝出身。東工大にて博士
号）と、アライアンス研究のいくつかの
セッションではご一緒になりました。早
稲田大学MBAの入山章栄先生（慶應
卒。『世界の経営学者はいま何を考えて
いるのか』がベストセラー）も、AOMに
来られていたようですが、会場でお会い
しませんでした…。その他、出会ったも
う2名の若手も慶應の同窓でした。

■海外の知人の増加と
　カナダの学会への参加

　今回の学会は、本当に実り多い学会
参加となりました。アライアンス研究を
行っている海外（米国、オランダ、スイ
ス、フランス、シンガポール、韓国など）
の知人・友人が何人もできました。

　帰国後も、メールのやり取りをしてい
ます。海外のコンサルタントの知人もで
きました。それから、カナダの経営管理
学会（CJAS、Canadian Journal of 
Admistrative Sciences）の代表者
や事務局の方と親しくなり、同学会のレ
セプションにも参加しました。この学会
には入会をしたので、今後、論文を投稿
してみようと思っています。

■穏やかで平和なカナダ人

　それにしても、カナダ人は、平和で、穏
やかな人たちだという印象を持ちまし
た。北欧諸国と同じように、社会保障が
しっかりしており、医療費が自己負担ゼ
ロ、学校教育も高校まで無料（大学は私
立大学がほとんどなく、州立大学がメイ
ン。このたびはSTUのサテライトキャン
パスとブリティッシュコロンビア大学の
キャンパスを訪問）のため、カナダでは、
浮浪者が見られず、治安がとてもいいで
すね。学校教育でも、他人の違いを許容
すること、相手を思いやることをとても
重視するようです。

　強烈な競争社会のアメリカとは、隣の
国ながら、かなりの違いです。競争主義
のアメリカに馴染みが多い私としては、
カナダ人のおっとりさは多少、驚く面も
あります。教育における価値観の違いや
国の成り立ち、資源の豊富さ、人口密度
の低さなど様々な要因があるのだろう
と思います。今回の学会をきっかけに、
カナダとの接点を持ち続けたいと思っ
ています。

■ウィスラーにて乗馬とMTB

　このたびのバンクーバーでは、半日、
2010年のバンクーバー・オリンピック
の会場となったウィスラーというリゾー
トに行き、乗馬をしてきました。

 普段の日本のように、乗馬倶楽部の中
で乗るのではなく、森の中を歩いて、小
川を渡ったりして、とても癒しになりまし
た。また、ウィスラーは、マウンテンバイ
ク（MTB）の聖地でもあるため、MTBで
少しだけ、ダウンヒルを走りました。

　その他、ギャスタウンと呼ばれるセレ
クト・ショップや紅茶、チョコレートなどの
お店が並ぶエリアや、かつて最も高層
だったマリーン・タワー（大儲けした実業
家が1929年に建てたが、翌年の世界
恐慌で破綻し、1年で譲り渡すことにな
り、そ の 後 、現 在 も 黒ビ ー ル の
GUNESSのギネス一族（アイルランド）
が所有。ギネス一族は相当な不動産を
有しているが、このマリーン・タワーに住
んでいたこともあったようです）など、
様々、時間が許す範囲で行きました。

　私は、海外でのフード・コートが大好き
なのですが（笑）、今回も、学会のメイン
会場のコンベンション・センターの近く
のフード・コートで、学会発表を聞く合間
に、短時間でランチを食べる毎日でした
（タイ料理や中華など）。

■日本人の国際舞台での
　プレゼンスの低下

　それにしても、国際学会での日本人
のプレゼンスの低下は、由々しき事態か
もしれません。かつて、米国ペンシルバ
ニア大学に在外研究に行っていた頃
（2003年、2004年）も、米国のトップ
のMBAコースでの日本人の減少（他方
で、中国人、韓国人の増加）の傾向が顕
著になってきていましたが、現在は、そ
れがさらに加速しているのかもしれませ

ん。今学会でも、日本人かなぁ～と思っ
てみると、韓国人や韓国系・中国系のア
メリカ人、そして、今回はバンクーバーで
したので、中国系のカナダ人も多かった
です（1999年の香港返還の際に、財産
が没収されるのではと危惧した中国人
富裕層がカナダに移住。ちなみに、日本
円で6000万円くらいの資金を持って
いると投資移民として、移民権が得られ
やすい模様）。

■今後も継続して
　国際学会に出席予定

　私は、今後も、計画的に、毎年、1～2
回、海外での国際学会に行きたいと思
います。日本に帰ってきて、いつも帰国
後に思うことですが、日本は、非常にモ
ノトーン（画一的）な国、民族だと感じま
す。多国籍な人たちが集う場所が大好
きな私にとっては、多少、違和感を抱く
こともありますが、日本でのしっかりした
ビジネス活動を行って、それをもとにし
た研究成果を海外の国際学会で発表し
ていきたいと思います。（当社のミッショ
ンは、「“この国の新しい産業を創る。”～
アライアンスによる新規事業立ち上げ
戦略～」ですので！）

■博士号取得と私の本質

　私の慶應義塾大学での博士号取得に
必要な論文3本は、書き終わってから、
バンクーバーに行きましたが、これから、
博士請求論文に取りまとめる作業があ
ります。その他の追加の学会発表や論
文執筆、先行研究のサーベイなども、仕
事とのバランスを取りながら、頑張ろう
と思います。

　ただし、つくづく、私の本質は、学者で
はなく、ビジネスマンだと感じた学会参
加でした！私の強みは、やはり、強烈な
営業力です。

Satoshi Tomita

カナダ・バンクーバーでの経営学会
AOM（Academy of Management）
への参加報告
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本の経営学会と米国を中心とした海外
では研究手法が異なる、ということで
す。日本における経営学の学会では、
ケーススタディ（事例研究）や観念的な
議論などの定性的な研究が多いです
が、海外では、圧倒的に、計量分析（統計
的な分析）による定量的な研究が多い
です。

 事実、私は、このたびの学会で、朝8時
から夕方6時過ぎまでずっと、いくつも
のセッション（アライアンスを中心に、
オープン・イノベーション、R&D戦略、国
際経営、ビックデータなど）に参加し、
50～60本の発表を聞きましたが、8割
以上が、STATA（代表的な計量分析の
ソフトウエア）を用いたような計量的な
分析で、ほとんどが、定型的な形式に
のっとった研究でした。

　日本で経営学を研究している方の場
合、国際学会では評価されにくい傾向
があるため、参加を控えるという事情が
背景にあるようです。教授が国際学会が
苦手だと、大学院生もまた苦手になって
しまうことが懸念されるという声も聞か
れます。

■多数の懇親会・食事会で
　多くの名刺交換

 さて、AOMは、10くらいのディヴィジョ
ンに分かれており、そのディヴィジョンご
とにソーシャル（Social）と呼ばれる懇
親会や学会全体のレセプション、親しい
人が集まる食事会もありますが、私は、
一晩にいくつもはしごするほど（最大、
一晩4つ）、参加できる限り、多くのそう
いった懇親会や食事会に参加しました。
日本と同じように、“シュリケン”のよう
に、できるだけ多くの名刺交換をしまし
た。学会発表を聞いた後にも、できる限
り、発表者とは名刺交換をしました。今
回は、120～130枚くらいの名刺交換
ができたと思います。（日本人は、懇親
会にあまり参加しないようで、懇親会で
は、誰一人として日本人には会いません
でした。）

 名刺の裏にプロフィールのダイジェス
トを書いて、表面には顔写真も載せた名
刺を300枚持っていきましたが、おおよ
そ半分は、配れました。なお、英語のパ
ンフレットも作成して、持参しましたが、
それはあまり活用する場面はありませ
んでした。むしろ、英語版のWebページ
を作ってから行ったのですが、英語版の
Webは会った後のメールのやり取りの
際に役立ちました。こういうことをやる
日本人は、私一人でした…（笑）。

 ちなみに私は、BPSという経営戦略、
MCという経営コンサルティング、TIM
というテクノロジー＆イノベーション・マ
ネジメント、そして、なぜか、ちょっとした
きっかけで、MSRというスピリチュアル
なディヴィジョンに所属しています。（来
年のカリフォルニアのアナハイムでの
学会やフランスのリヨンでの学会で、皆
さんと再会するのが楽しみです。）

■立命館大学・琴坂准教授と
　バンクーバー・クラブ

 私の博士号の副査の立命館大学・准教
授の琴坂将広先生（慶應SFC武藤研究
室の後輩で、ベンチャー企業経営、マッ
キンゼーを経て、オックスフォード大学
でPh.D。世界220都市を訪問したこと
がある。『領域を超える経営学』がベスト
セラー）とお会いしましたが、琴坂先生
には、「冨田さんが、この学会で、日本人
で一番頑張った人ではないですか～！」
と言われました。

 琴坂先生には、由緒正しいVancouver 
Clubというメンバーシップの倶楽部（推
薦者が5名以上で、様々な条件をクリ
アーしないと会員になれない）にて、お
食事をご馳走いただきました（琴坂先生
は、オックスフォードのヨットの代表に選
ばれていたため、同大学のClubのメン
バーに選出され、そのためVancouver 
Clubを利用できる）。

■アライアンス研究と他の参加者

 アライアンスに関する研究は、日本の
学会ではほとんど聞くことがなく、本格
的に研究している学者も数名ですが、今
回の学会では、『アライアンス戦略論』
の著者で青山学院大学MBA教授の安
田洋史先生（東芝出身。東工大にて博士
号）と、アライアンス研究のいくつかの
セッションではご一緒になりました。早
稲田大学MBAの入山章栄先生（慶應
卒。『世界の経営学者はいま何を考えて
いるのか』がベストセラー）も、AOMに
来られていたようですが、会場でお会い
しませんでした…。その他、出会ったも
う2名の若手も慶應の同窓でした。

■海外の知人の増加と
　カナダの学会への参加

　今回の学会は、本当に実り多い学会
参加となりました。アライアンス研究を
行っている海外（米国、オランダ、スイ
ス、フランス、シンガポール、韓国など）
の知人・友人が何人もできました。

　帰国後も、メールのやり取りをしてい
ます。海外のコンサルタントの知人もで
きました。それから、カナダの経営管理
学会（CJAS、Canadian Journal of 
Admistrative Sciences）の代表者
や事務局の方と親しくなり、同学会のレ
セプションにも参加しました。この学会
には入会をしたので、今後、論文を投稿
してみようと思っています。

■穏やかで平和なカナダ人

　それにしても、カナダ人は、平和で、穏
やかな人たちだという印象を持ちまし
た。北欧諸国と同じように、社会保障が
しっかりしており、医療費が自己負担ゼ
ロ、学校教育も高校まで無料（大学は私
立大学がほとんどなく、州立大学がメイ
ン。このたびはSTUのサテライトキャン
パスとブリティッシュコロンビア大学の
キャンパスを訪問）のため、カナダでは、
浮浪者が見られず、治安がとてもいいで
すね。学校教育でも、他人の違いを許容
すること、相手を思いやることをとても
重視するようです。

　強烈な競争社会のアメリカとは、隣の
国ながら、かなりの違いです。競争主義
のアメリカに馴染みが多い私としては、
カナダ人のおっとりさは多少、驚く面も
あります。教育における価値観の違いや
国の成り立ち、資源の豊富さ、人口密度
の低さなど様々な要因があるのだろう
と思います。今回の学会をきっかけに、
カナダとの接点を持ち続けたいと思っ
ています。

■ウィスラーにて乗馬とMTB

　このたびのバンクーバーでは、半日、
2010年のバンクーバー・オリンピック
の会場となったウィスラーというリゾー
トに行き、乗馬をしてきました。

 普段の日本のように、乗馬倶楽部の中
で乗るのではなく、森の中を歩いて、小
川を渡ったりして、とても癒しになりまし
た。また、ウィスラーは、マウンテンバイ
ク（MTB）の聖地でもあるため、MTBで
少しだけ、ダウンヒルを走りました。

　その他、ギャスタウンと呼ばれるセレ
クト・ショップや紅茶、チョコレートなどの
お店が並ぶエリアや、かつて最も高層
だったマリーン・タワー（大儲けした実業
家が1929年に建てたが、翌年の世界
恐慌で破綻し、1年で譲り渡すことにな
り、そ の 後 、現 在 も 黒ビ ー ル の
GUNESSのギネス一族（アイルランド）
が所有。ギネス一族は相当な不動産を
有しているが、このマリーン・タワーに住
んでいたこともあったようです）など、
様々、時間が許す範囲で行きました。

　私は、海外でのフード・コートが大好き
なのですが（笑）、今回も、学会のメイン
会場のコンベンション・センターの近く
のフード・コートで、学会発表を聞く合間
に、短時間でランチを食べる毎日でした
（タイ料理や中華など）。

■日本人の国際舞台での
　プレゼンスの低下

　それにしても、国際学会での日本人
のプレゼンスの低下は、由々しき事態か
もしれません。かつて、米国ペンシルバ
ニア大学に在外研究に行っていた頃
（2003年、2004年）も、米国のトップ
のMBAコースでの日本人の減少（他方
で、中国人、韓国人の増加）の傾向が顕
著になってきていましたが、現在は、そ
れがさらに加速しているのかもしれませ

ん。今学会でも、日本人かなぁ～と思っ
てみると、韓国人や韓国系・中国系のア
メリカ人、そして、今回はバンクーバーで
したので、中国系のカナダ人も多かった
です（1999年の香港返還の際に、財産
が没収されるのではと危惧した中国人
富裕層がカナダに移住。ちなみに、日本
円で6000万円くらいの資金を持って
いると投資移民として、移民権が得られ
やすい模様）。

■今後も継続して
　国際学会に出席予定

　私は、今後も、計画的に、毎年、1～2
回、海外での国際学会に行きたいと思
います。日本に帰ってきて、いつも帰国
後に思うことですが、日本は、非常にモ
ノトーン（画一的）な国、民族だと感じま
す。多国籍な人たちが集う場所が大好
きな私にとっては、多少、違和感を抱く
こともありますが、日本でのしっかりした
ビジネス活動を行って、それをもとにし
た研究成果を海外の国際学会で発表し
ていきたいと思います。（当社のミッショ
ンは、「“この国の新しい産業を創る。”～
アライアンスによる新規事業立ち上げ
戦略～」ですので！）

■博士号取得と私の本質

　私の慶應義塾大学での博士号取得に
必要な論文3本は、書き終わってから、
バンクーバーに行きましたが、これから、
博士請求論文に取りまとめる作業があ
ります。その他の追加の学会発表や論
文執筆、先行研究のサーベイなども、仕
事とのバランスを取りながら、頑張ろう
と思います。

　ただし、つくづく、私の本質は、学者で
はなく、ビジネスマンだと感じた学会参
加でした！私の強みは、やはり、強烈な
営業力です。

Satoshi Tomita

カナダ・バンクーバーでの経営学会
AOM（Academy of Management）
への参加報告
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新規事業立ち上げにおける2つのイノベーション
～技術面と事業アイディアの両面から発想する！～

感想・ご相談・お問い合わせは、こちら！　お気軽に　　support@tcconsulting.co.jp

約７年で160社以上の豊富な実績

〒107-0062 東京都港区南青山2-11-13 南青山ビル7階
TEL:03-4530-8537     FAX:03-3470-8538

とみたさとし 検索

この国の新しい産業を創る。
アライアンスによる新規事業立ち上げ戦略

セミナー開催情報

　インターナップジャパン株式会社（コンサルティング先企業。
NTTと米国の上場企業の合弁会社。神田に立地）が2ヶ月に1
回、開催されているIoTセミナーで、3回目となりますが、冨田
賢がまたIoTの最新動向や、IoTブームの新規事業立ち上げへ
のつなげ方について、講演させていただきます。

● 2015年9月10日（木） 18：00～21：00
 IoT（Internet of Things）のブームを
　いかに新規事業立ち上げにつなげるか？
 主催：インターナップジャパン株式会社
 ★詳細とお申し込みは、こちら
　　　　  http：//www.tcconsulting.co.jp/archives/6701

　　◇受講料、懇親会：無料

Web

受付中！外部講演

● 2015年9月14日（月） 14：00～17：00
 IoTによる新規事業立ち上げ戦略
 ～IoTブームをいかに収益に結び付けるかを徹底解説～ 
 主催：新社会システム総合研究所
 ★詳細とお申し込みは、こちら
                   http：//www.tcconsulting.co.jp/archives/6624

　  ◇新橋駅もしくは虎ノ門駅から徒歩数分。
　  ◇受講料：申込時に、
　　  「ティーシーコンサルティングのWebやメルマガを見た！」
　　  とお伝えいただけますと、
　　  32,400円（正規金額・税込）→27,000円（ご優待価格・税込）
　　  で、ご参加いただけます。

Web

　IoT（Internet of Things、モノのインターネット）は、毎日
のように、新聞紙上で目にする言葉となっています。でも、
IoTって、どういうものなのかよくわからない、IoTブームをど
のように自社の収益に結びつけたらよいかわからいないとい
う方もおられると思います。今これからの時代は、IoTに取り組
まない企業は、収益チャンスを取り逃し、発展することが難しく
なると思われます。

　当セミナーでは、IoTとは何か？を基礎知識がない方にもわ
かりやすく解説し、センサなどのハード開発、ICT（ネット接続、
クラウド）からの発展、ビッグデータ解析（機械学習・人工知能
による予測）などのポイントをご理解いただける内容としま
す。グローバルなIoTマーケットの拡大についても概観しま
す。一部、機械学習、人工知能を用いた簡単なデモも行うこと
を予定しています。IoTと言えるものと言えないもののミニク
イズもご用意しています。

受付中！外部講演

● 2015年10月26日（月） 10：30～17：30
 新規事業立ち上げ成功のポイントと戦略立案
 主催：日本テクノセンター
 ★詳細とお申し込みは、こちら
                   http：//www.tcconsulting.co.jp/archives/6707
　  ◇受講料：お一人48,600円
Web

　丸1日かけての『新規事業の成功ポイントと戦略立案および
その事例』のセミナーの第2部にて、冨田賢が講演いたしま
す。技術系の方が主たる対象です。

　本セミナーでは、新規事業として、どこに一歩を踏み出すか、
どのようにビジネスチャンスを見つけるか、どのようなパターン
の事業をやるか、そして、失敗しないように新規事業を立ち上
げていくポイントは何かを、約7年で160社以上のコンサル
ティングを行ってきた実際の経験をもとに、エキサイティング
に徹底解説します。外部との提携（アライアンス）によって、固
定概念や自前主義から脱却する方法もレクチャーします。

受付中！外部講演

が、競合他社が月次料金で単発であるのに対し、年額で
翌日配送サービスに組み込まれた形にした事例も、料金
の体系を変える形の事業アイディアのイノベーションと言え
ます。

　皆さんも、新規事業を立ち上げる際は、このどちらかの
イノベーションを生み出す、もしくは、盛り込むことができな
いかを検討してみてください。
　なにも技術については、すべて自社で開発する必要
はなく、外部が開発した技術を、それこそ、アライアンスの
活用で取り込むことを検討してみましょう。
　ICTを用いたサービスなどでも、何も際立ったテクノロ
ジーのイノベーションが盛り込まれていないものについて
は、やはり、新規事業としての強みを打ち出せないことに
なってしまいます。事業としての魅力が出ません。なにか、
技術のイノベーションを盛り込めないか、技術の探索に力
を入れることを今一度、再検討してみることも大切です。
ちょっとでも、最先端技術の一端を盛り込むことで、魅力
的なサービスになることがあります。
　また、技術偏重になりすぎて、技術の開発ばかりに意
識がいってしまい、事業面で、何も新しいアイディアが創
造されていない、固定概念に縛られ、通り一辺倒の事業
の仕組みになってしまっていないか、ということも、新規事
業立ち上げの検討では、注意が必要です。技術開発競
争をしている時は、技術だけでなく、事業の仕組みで何
か常識を打ち破れないか、そして、事業展開やサービス
の内容などの事業アイディアで何か勝負ができないかを
考えてみることが必要です。
　新規事業立ち上げでは、こういった2つのイノベーション
の観点を意識して、事業構築をしていきましょう！

　新規事業には、なんらかのイノベーションが必要です。そ
して、そのイノベーションには、大きく分けて、2つあります。
　一つが、技術面でのイノベーションです。なんらか、テク
ノロジーの面で新しい利便性、高性能性などを盛り込む
ことでの新規事業（新製品・新サービス）です。メーカーさ
んの新製品開発は、なんらかの技術革新によるものがメ
インとなります。
　新製品開発でなくとも、たとえば、英語学習サイトの
「English Central」というGoogleのベンチャーキャピタル
が投資している会社のサービスがありますが、これには、
非常に優れた音声認識の技術が盛り込まれています。
そこが、このサービスの競争優
位性となっています。つまり、
技術のイノベーションによる新
規事業となっています。
　もう一つは、事業アイディア
（仕組み）によるイノベーション
です。たとえば、当社の最も長
いコンサルティング先企業である株式会社クレディセゾン
は、クレジットカードのポイントが永久になくならない「永久不
滅ポイント」という事業アイディアを打ち出して、会員2700
万人、取扱高6兆円の東証1部上場企業に発展しまし
た。通常は、ポイント提供を行う企業は、換金に備えて会
計上、積み立てをする必要があり、一定期間を越えるとそ
の積立金に対しても課税がなされるため、それを回避す
るために、一定期間でポイントが消滅する仕組みとしてい
ます。それを、同社の林野社長は、常識を打ち破って、永

久不滅にするという事業
の仕組み面でのイノベー
ションを生み出されまし
た。
　最近、Amazonがスター
トした動画配信サービス

■新規事業における2つのイノベーション
　① 技術（テクノロジー）のイノベーション
　② 事業アイディア（仕組み）のイノベーション

巻 頭 特 集


